





































































































































    
長 幅 長 幅
乙女山 4 12 2 5
久保田山 4 8 3 5
笹塚 4 10 2 6？
マンジュウ 4 15 3 3
野毛大塚 5 8 2 3
神前山１号 6 12 2 8
若宮八幡北 6 12 2 10
御願塚 6 12 3？ 3？
楯塚 6 10 3 4
鞍塚 6 12 3 4
高塚 6 8 3 6
供養塚 9 16 2 5
天乞山 4 6 2 3




































































































































































































































































































































































































三重県馬塚古墳（８期）は，後円部径 72 歩（98.6ｍ）の規格で，作図によって前方部長 10 単位，前幅
は26単位と捉えられる（図Ⅳ-20）。後円部は３段築成で，これに対し前方部は現状で２段しかないが，「前
方部が平たいのはそこに寺院があったり運動場にされた為」（三重県教委1970）である。いつのころか，前
























































































































































































































































































































































前方部前面については，墳丘最上段の肩の線が中軸線と交わる点を K とすると，墳裾の点 D との間の水
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平距離KDが前面の総斜面幅ということになる。KDは時代を追って長くなっていくので，前方部の高さの増
大に対応して，斜面幅も大きく設定されていることは明らかである（図Ⅵ-16）。 
前方部の側縁部についても同様に斜面幅を広げなければならないが，この場合は左右両側の斜面幅を広
げなければならず，また墳頂平坦面の幅も確保しなければならないので，両隅角間の距離ＱＱは大きく広
げられることとなる。このように，盛土工事における技術的必要性から，高さを大きくしたいという注文
に対応して，同時に長さ，幅とも次第に大きくなっていったというのが前方後円墳における前方部の発達
という事象の実態であった）。  
5，6 世紀の前方後円墳の築造企画にこのような法則性があることを認めるとき，８単位型以下の帆立貝
古墳における墳丘の立体的構成は，同時代の前方後円墳からはあまりにもかけ離れた，まったく異質のも
のといってよい。9単位型についても同時代の前方後円墳からの懸隔は甚だしい。 
古墳の築造に際しては，倭王権から墳形と主丘部規格が指定され，前方後円墳の場合は墳長についても
指定されたと考えている。 
指定値の範囲で前方部の高さをできるだけ高くしたいという要求に応えるとき，主丘部規格に比して墳
長の指定値が短い場合は，奈良県掖上鑵子塚古墳や三重県馬塚古墳のように，幅にくらべて寸詰まりな印
象のある不自然な前方部プランとならざるをえない。野中ボケ山古墳（現・仁賢天皇陵）や白髪山古墳（現・
清寧天皇陵）になると，もはや破綻寸前といってよいほど不自然なプロポーションとなっているが，これ
も指定された墳長の範囲内で前方部を高めようとしたための結果とみてよい 10）。 
墳長の制限には，被葬者に対する倭王権からの何らかの意思表示がこめられていたはずであるが，前方
後円墳においては，指定値の中で自由に前方部を高くし，そのために幅を大きくとることも許容されてい
たことが理解される。墳丘の立体的構成に関する王権からの干渉の度合いは，帆立貝古墳とは著しく異な
り，２つの墳形における決定的ちがいとして特筆される。 
４）小方部長の上限は９単位  
唯一立体的構成の知られる井ノ奥４号墳が前方後円墳と異ならない構成をもつものであったため説得性
に欠ける点は否めないが，突出部長９単位の立体的構成も，基本的に８単位以下と異ならないものであっ
た可能性は高い。最終的には墳丘構成を確認できる資料の追加を待たなければならないが，井ノ奥４号墳
の立体構成は，当面，例外的なものとみる立場をとりたい。 
長々と説明してきたが，帆立貝古墳としての小方部長の上限は９単位であることを確認した。この長さ
は，大単位でみれば３単位区の３区に当たる。10 単位以上が前方後円墳となるが，この数値は３単位区，
４単位区では整数の区数にならず，あえて当てはめれば２単位区の５区ということになる。 
こうしてみると，帆立貝古墳と前方後円墳との境界設定には３単位区という概略設計単位が用いられ，
その３区以下を前者の墳形における突出部長の上限とするという規範が存在したと結論される。造出の長
さの上限が，３単位区の１区と定められていたことと対応する事象とみてよいであろう。 
